
守口市人口ビジョン
守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略

概　要　版



1

人口減少は次のような要因が関連していると考えられます。

自然増減（出生・死亡）に関わる特徴

●平成17年以降、死亡数が出生数を上回る
「自然減」となっています。

●合計特殊出生率※１が、全国や大阪府と比べ
て低い水準になっています。

●晩産化が進んでいます。

●男性の35歳以上、女性の30歳以上の未婚率
が上昇しています。

社会増減（転入・転出）に関わる特徴

●大日地域のまちづくりが進んだ平成20年頃
を除き、転出が転入を上回る「社会減」と
なっています。

●25歳～39歳のファミリー層が転出超過と
なっています。

●大阪市からは転入超過となっていますが、
門真市、寝屋川市、枚方市へは転出超過と
なっています。

人口の推移と
将来展望　

「守口市人口ビジョン」の概要
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※1 合計特殊出生率とは、１人の女性が生涯に産む平均子ども数。
※2 市民の希望出生率とは、アンケート結果をもとに夫婦の意向や独身者の結婚希望等から算出した
　守口市民の希望がかなった場合の出生率

ビジョンの位置づけ

対象期間 平成27年（2015年）～平成72年（2060年）

「まち・ひと・しごと創生法」に基づき策定する
「守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基礎資料

本市の人口は、昭和 45 年以降長期にわたって減少傾向にあり、現在の人口動向が
続けば、平成 72 年（2060 年）には約 9.0 万人に減少することが見込まれます。

人口のピーク
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策定目的
（まち・ひと・しごと創生が
　　　　　　　目指すもの）

人 口 目 標
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14.7万人
守口創生に
取り組む
ことにより

直近の
人口動態の
傾向が
続くと･･

守口創生の取り組みについては次ページ以降をご覧下さい。

・2008 年に始まった人口減少は、今後加速度的に進む。

・国民の希望を実現し、人口減少に歯止めをかけ、2060 年に
1億人程度の人口を確保する。

・「まち・ひと・しごと創生」は、人口減少克服と地方創生をあわせて行う
ことにより、将来にわたって活力ある日本社会を維持することを目指す。

「守口市民の希望出生率※21.71」の実現と
「30代ファミリー層の転出抑制」により、

平成 72 年（2060 年）の人口
　　　　11.5 万人をめざします。

守口創生に
取り組む
ことにより
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「守口市まち・ひと・しごと
　　　　　　　　　創生総合戦略」の概要

基本目標

1 若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる

市民の希望出生率※（1.71）の実現に向けて、若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえることを
めざします。

※守口市の希望出生率　
市民の希望出生率とは、アンケート結果をもとに夫婦の意向や独身者の結婚希望等から算出した守口市民の希望がかなった
場合の出生率。

①結婚したいと思う
　若い世代の活動を支援する
・若い世代がライフデザインを考える機会の提供

・若い世代が出会う機会創出の支援

・乳幼児とふれあう機会の提供

④魅力ある学校教育を提供する
・基本的な生活習慣や家庭での学習習慣の定着の推進

・施設一体型小中一貫校の整備

・小学校の統合と新設校の整備

・中学校の統合と新設校「樟風中学校」の整備

・学力向上に向けた取組 

・英語教育の充実

・ＩＣＴを活用した教育の充実

・読書に親しむ環境づくり

・食育の充実

・学校・家庭・地域が一体となった
　教育コミュニティづくりの推進 

⑤安心して子どもを預けることができる
　保育サービスを提供する
・市立幼稚園・市立保育所の再編整備
 （市立認定こども園の新築等）

・民間事業者への財政的支援

・民間園に在園する園児の保護者に対する補助

・ファミリーサポート事業

・病児・病後児保育の実施

②若い世代の妊娠・出産を支援する
・妊娠・出産についての情報提供・相談

・妊婦健康診査の受診費用の助成

・妊婦健康診査の検査項目の充実

・不妊治療に関わる医療に対する費用の経済的支援

・産後ケアの取組

③若い世代の子育てを支援する
・子育てについての情報提供・相談

・子育てをしている親子の
　つながりづくりの支援

・子ども医療費の助成

合計特殊出生率　1.26（Ｈ22）　→　1.40（H32）　→　1.71（H42）数値目標

計画の位置づけ

計画期間 平成27年度（2015年度）～平成31年度（2019年度）の５年間

本市における「まち・ひと・しごと創生」に関する目標や施策に関する
基本的方向等を示すために策定するものです。
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基本目標

3 様々なしごとの場を身近で提供する

①企業のビジネスの発展を支援する
・中小企業の事業拡大の支援

・ものづくり企業のビジネスチャンスの拡大支援

・商店街等による賑わいづくりの取組への支援

・商店街等による人材育成の取組への支援

・中小企業への支援の充実

②新たな雇用を生み出す創業を支援する
・創業・第二創業の予定者に対する相談や情報提供

・商店街空き店舗における創業支援

③ワーク・ライフ・バランスをとりやすい
　職場を増やす
・ワーク・ライフ・バランスのとれた職場づくりに向けた
　相談や情報提供

・ワーク・ライフ・バランスのとれた職場づくりを
　進めている市内立地企業の魅力発信

④若い世代の就業を支援する
・守口市に立地する企業の人材確保や
　高校生・大学生等の求職者の就職促進の支援

・母子家庭等に対する資格取得のための支援

・守口市で学ぶ子どもたちに対するキャリア教育の実施

市民の生活の安定とともに、社会において、能力を発揮し活躍することができるように、様々なしごとの場を
身近で提供することをめざします。

就業率※　48.7%（Ｈ22）　→　　50.0%（Ｈ31）数値目標

創業・第二創業の予定者向けセミナー 中小企業への相談会

※15歳以上の人口に占める就業者の割合
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「守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

守口市の魅力を高め、発信し、
守口市を誇りに思う市民を増やす

①守口市の魅力を発信する
・守口市の魅力を広く発信する
　シティプロモーション活動の展開

・市のシンボルキャラクターを活用した
　イメージアップの取組

・もりぐち夢・未来大使の任命

・市民が守口市に愛着・誇りを感じる機会づくり

・守口市の地域毎の様々な魅力情報を
　把握・発信する取組

②守口市の魅力に出会う機会をつくる
・若い世代が「守口市の未来を語りあう」場づくりと
　活動実践の支援

・魅力的なイベントの開催

・魅力拠点と来訪者の滞在環境の整備

③守口市の元気拠点を整備する
・守口市駅周辺の魅力づくり　

・地域コミュニティ拠点施設の整備

・用途廃止後の公共施設の跡地や
　建物を活用した魅力拠点づくり

・新庁舎における市民協働・交流スペースの提供

「まちのイメージが良くない」と思う若年者の割合　26.7％（H27） →　10.0％（H31）数値目標

守口市の様々な魅力を高め、魅力を市内外に広く発信することで、都市のイメージアップをはかるとともに、
守口市を誇りに思う市民を増やすことをめざします。

基本目標

4

もりぐち桜まつり もりぐち歴史館「旧中西家住宅」



発行：守口市企画財政部企画課
〒570-8666　大阪府守口市京阪本通2丁目2番5号
電話 ： 06（6992）1407
FAX ： 06（6994）1691

守口市人口ビジョン
守口市まち・ひと・しごと創生総合戦略

概　要　版

平成28年3月


	守口概要版=0325
	守口概要版0328_P4

